
Ⅰ.緒 言

アレルギー疾患を持つ人は近年増加傾向にあり，

その原因の1つに植物油や獣肉に多く含まれるn-6

系脂肪酸の過剰摂取が関与している可能性が示唆さ

れている1）。脂質は，細胞膜の構成成分であるとと

もに，エネルギー産生の主要な基質であるため，ヒ

トにとって欠かすことのできない栄養素である。ま

た，油脂を構成する脂肪酸のうち特にリノール酸や

・-リノレン酸は，ヒトの体内では合成できないこと

から経口摂取が必要である2）。

n-3系脂肪酸である・-リノレン酸は，体内で一部

EPAや DHAに変換されるが，EPA，DHAには

抗アレルギー効果が認められている。有田らは

EPAやDHAはアラキドン酸と競合し，アラキド

ン酸代謝の酵素を抑制することで生理活性物質の産

生および炎症を抑制，収束を促進すると報告してい

る3）4）5）。このように，アレルギー反応においてn-3

系脂肪酸は抑制的に働いていると考えられている4）。

n-3系脂肪酸は青魚などの食品に多いが，植物とし
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tohaveaninhibitoryeffectonallergicdisease.Variousfoodsincludingbluebackfishcontain

highlevelsofn-3fattyacids.Greennutoil（GNO）alsocontainsapproximately50％ α-linoleic

acid.Therefore,weinvestigatedtheinhibitoryeffectofGNOonatopicdermatitis.
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group,suggestingthatGNOmayhaveananti-allergiceffect.
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ては主に亜麻仁油やエゴマ油に多く含まれる。また

ペルーのアマゾンに分布するグリーンナッツ

（PlukenetiavolubilisL.）をコールドプレスして得ら

れる油（グリーンナッツオイル）にも，・-リノレン酸

が脂肪酸の約50％含まれている。

そこでグリーンナッツオイルのアトピー性皮膚炎

の抑制効果について検討した。

Ⅱ.実験方法

1.実験動物および飼育方法

マウスは日本チャールス�リバー（株）から購入

した4週齢，雄NC/NgaTndCrljを用いた。1週

間予備飼育した後，平均体重がほぼ等しくなるよう

20匹を2群に分けた。マウスは，温度22±2℃，明

暗サイクル12時間（明期7時～19時）の条件下で1

ケージにつき1匹を飼育した。飲料水（水道水）と

飼料は自由摂取とした。1週間の予備飼育では，固

形飼料CRF-1（日本チャールス�リバー（株）製）を，

その後は2群にそれぞれAIN-93G大豆油抜き（オ

リエンタル酵母工業（株）製）にグリーンナッツオイ

ル（NPO法人アルコイリス製）あるいはコーンオイル

（オリエンタル酵母工業（株）製）を7％添加し，そこ

に全体の約40％の水を加え，1つ約20gの団子状

にしたものを飼料として与え，7週間飼育した。こ

の飼料で1週間飼育後，毎週1回塩化ピクリル溶液

を背中と耳介に塗布して，皮膚炎の発症を促した。

各マウスは，飼育最終日に18時間絶食，2時間

絶水後，イソフルランで麻酔し，血液�肝臓等を採

取した。

なお，本研究は昭和女子大学動物実験委員会の承

認を受け，規定を遵守して行った。

2.試薬

皮膚炎誘発用塩化ピクリル溶液は，初回はアセト

ン，エタノール（1:4）に 5v/v％ として溶解した

ものを用いた。2回目以降の溶液は1v/v％とし，

オリーブオイル（（株）J-オイルミルズ製）に溶解した。

ガスクロマトグラフィー（GC）分析用は，内部

標準溶液にウンデカン酸（C11:0）（東京化成工業（株）

製）を用いた。標準脂肪酸はパルミチン酸，パルミ

トオレイン酸，ステアリン酸，アラキドン酸，EPA，

DHA（SIGMA-ALDRICH製），オレイン酸，リノー

ル酸，・-リノレン酸（和光純薬工業（株）製）の各メ

チルエステル化標準品をアセトンに溶解して用いた。

3.器具および装置

GCはGC-4000型（GLサイエンス（株）），カラム

InertCapPure-WAX，0.25mm×30m，膜厚 0.5

・mを用いた。GC-MSは，JMS-AX500型（JEOL

製）を用いた。

4.測定方法

血液は，ノボへパリン（持田製薬（株））を入れた

マイクロチューブに採取し，3000rpm，約10分間

遠心分離し，赤血球層と血清層に分離した。

赤血球膜総脂質は，小沢らの方法6）に準じ溶血，

抽出後，クロロホルム，メタノール2:1v/vで溶解

した。肝臓総脂質は，肝臓を生理食塩水，クロロホ

ルム，メタノールでホモジナイズと遠心分離をくり

返し抽出後，クロロホルムに溶解した。各組織の脂

肪酸含量はメチルエステル化後，GCで測定し，同

定はGC-MSで行った。

皮膚炎の症状は出血，発赤，脱毛，乾燥，発疹に

ついて，目視で観察を行った。

背部と耳介の病理組織は10％ホルマリンに浸漬

後，（株）バイオ病理研究所にて組織標本を作製し，

HE染色したものを顕微鏡観察した。

血清中IgE濃度の測定は，モリナガIgE測定キ

ット（（株）森永生科学研究所製）を用い，450nmで

吸光度を測定し，標準曲線から検体中の値を求めた。

5.分析方法

GC分析は，前報7）に従って行った。カラム流量

（Heガス）:1.20ml/min，スプリット法，スプリッ

ト流量:50ml/min，セプタムパージ流量:5.00ml/

min，スプリット比:50:1，注入口温度�検出口温

度:200℃，昇温は70℃→（15℃/min昇温）→190℃

で5分保持→（4℃/min昇温）→240℃で30分保持

して測定した。

GC-MSはGCと同様のカラムを用い，インジェ
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クターおよびセパレーター温度250℃，EI法で行っ

た。

6.検定方法

本研究で得られたデータの検定はStudentt-test

により行った。有意水準は5％とした。

Ⅲ.結果および考察

NC/NgaTndCrljマウスの赤血球膜および肝臓

中の脂肪酸組成を図1，2に示した。コーンオイル

群に比べ，グリーンナッツオイル群の赤血球膜およ

び肝臓中のEPA�DHAは有意に高く，・-リノレン

酸から代謝�変換された可能性が示唆された。赤血

球膜�肝臓中のアラキドン酸は，コーンオイル群で

高かった。

摂取した脂肪酸は体内で⊿6-デサチュラーゼや

⊿5-デサチュラーゼによって不飽和化，鎖長延長さ

れ，・-リノレン酸からはEPA，DHA，リノール酸

からはアラキドン酸が生成されることが明らかにさ

れている8）。また，摂取した脂質は細胞膜の脂肪酸

組成に影響を与えると考えられている9）。今回の赤

血球膜，肝臓の両組織におけるアラキドン酸や・-

リノレン酸，EPA，DHAの含有量は，摂取したグ

リーンナッツオイルとコーンオイルの影響を受けた

と考えられる。その結果，プロスタグランジンやロ

イコトリエンなどの生理活性物質の産生量も両群で

異なり，そのことがアレルギー症状に差をもたらし

たと推察された。
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図1 赤血球膜中の脂肪酸組成

図2 肝臓中の脂肪酸組成

＊＊:p＜0.01

＊:p＜0.05

＊＊:p＜0.01

＊:p＜0.05



皮膚の組織標本をHE染色し光学顕微鏡にて観察

した結果を図3，4に示した。グリーンナッツオイ

ル群に比べ，コーンオイル群で�平上皮の肥厚が見

られた。

血清中のIgE値を図5に示した。個体差が大き

く，有意差は認められなかったものの，グリーンナ

ッツオイル群はコーンオイル群に対し低い傾向を示

し，また，血清中IgE濃度が高いマウスでは，脱

毛や引っ�きなどのアレルギー症状が目視で観察さ

れた。

以上のことから，グリーンナッツオイルにおける

抗アレルギー効果が示唆されたが，塩化ピクリル溶

液の濃度設定の問題や塗布方法が均一でなかったこ

とにより，明確な有意差を得られなかったことが考

えられる。今後はこの点を考慮し，さらに検討して

いきたいと考えている。
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図5 血清中IgE濃度

図3 グリーンナッツオイル群:皮膚（×400） 図4 コーンオイル群:皮膚（×400）
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